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2
0
1
9
年
は
、デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
規
制
が
本
格

化
す
る
中
、Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
対
抗
し
た
国

内
有
力
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
の
合
従
連
衡
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
関
連
で
、個
人
的
に
は
、「
公
正
取

引
」6
月
号
へ
の
寄
稿
注1）
、9
月
の
公
取

委
・
Ｅ
Ｕ
競
争
当
局
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
注2）
へ
の
登
壇
な
ど
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
稿
執
筆
の
お
話
を
い

た
だ
い
た
と
き
も
、「
企
業
結
合
審
査
に

関
す
る
独
占
禁
止
法
の
運
用
指
針
」等

の
パ
ブ
コ
メ
募
集
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
編

『
Ｍ
＆
Ａ
法
大
全（
上
・
下
）』を
読
ん
で
い

ま
し
た
が
、序
章
で
草
野
耕
一
先
生
が

経
済
学
の
重
要
性
を
説
か
れ
て
お
り
ま

し
た
。Google

の「
量
子
超
越
性
」が
メ

デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
、Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
主
戦

場
は
Ｅ
コ
マ
ー
ス
か
ら
Ａ
Ｉ
・
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
・
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
遷
移
し
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
果
敢

な
投
資
の
背
景
に
あ
る
の
が
オ
ー
ナ
ー

企
業
特
有
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、そ
れ
が
、日
本
の

国
家
予
算
の
約
3
倍
に
相
当
す
る
Ｇ
Ａ

Ａ
Ｉ・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

脳
・
心
・
人
工
知
能

─
数
理
で
脳
を
解
き
明
か
す

甘
利
俊
一

❶
本
書
は
、統
計
力
学
・
非
線
形
力
学
系

の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、複
雑
な
脳
の
仕

組
み
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、作
業
記

憶
と
は
神
経
細
胞
の
活
動
状
態
の
変
化

が
複
数
均
衡（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
写
像

の
二
つ
の
安
定
均
衡
と
一
つ
の
不
安
定

均
衡
：
双
安
定
性
）を
持
つ
こ
と
で
成

立
し
、連
想
記
憶
を
司
る
海
馬
の
数
理

モ
デ
ル
で
は
多
安
定
シ
ス
テ
ム
が
カ
オ

ス
を
利
用
し
ま
す
。
基
礎
研
究
の
レ
ベ

ル
で
は
、数
理
脳
科
学
と
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
深
い
関
連
性
を
解
明

し
た
日
本
の
物
理
学
者（
西
森
秀
稔
氏

な
ど
）な
ど
の
貢
献
が
大
き
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、実
用
化
の
段
階
で
は

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
い

る
こ
と
は
、成
長
戦
略
と
い
う
点
で
も
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス

な
の
で
、高
校
生
か
ら
読
め
る
本
で
す
。

Ｆ
Ａ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
時
価
総
額
）を

牽
引
し
て
い
ま
す
。他
方
で
、平
成
か
ら

令
和
に
な
り
ま
し
た
。平
成
と
は
、マ
ク

ロ
経
済
学
の
テ
ー
マ
で
あ
る
長
期
停
滞

（
超
デ
フ
レ
・
超
低
金
利
の
同
時
進
行
）

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
日
本
が
な
っ
た

（
な
っ
て
し
ま
っ
た
）時
代
と
も
い
え
ま

す
。
金
融
規
制
の
対
象
は
、リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
商
業
銀
行
か
ら
投
資

銀
行
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
移
り
、18
年
の

コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
事
件
、そ
し
て
19
年

に
話
題
と
な
っ
たLibra

と
い
っ
た
仮

想
通
貨
か
ら
、デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

17
年
の
銀
行
法
改
正
に
よ
る
オ
ー
プ
ン

Ａ
Ｐ
Ｉ
な
ど
を
見
て
も
、成
長
戦
略
と

い
う
点
で
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
規
制
の
動
向
を
占
う
と

き
、平
成
の
金
融
史
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
問

題（
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
）は
参
考
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、デ
ジ
タ
ル
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
理
解
す
る
た
め

に
、Ａ
Ｉ
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
か
ら

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、コ
ー
ポ

レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
書
籍
を
紹
介

す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を

理
解
す
る
た
め
の
10
冊

96
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
グ
ル
ー
プ
会
社
の
法
務
担
当
を
経
て
、09
年
カ
カ
ク
コ
ム
入
社
、法

務
部
長
。
14
年
執
行
役
員
兼
法
務
部
長
を
経
て
、19
年
よ
り
現
職（
財
務
経
理
部
、法
務
部
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
管
理
部
、

広
報
・
Ｉ
Ｒ
室
を
管
掌
）。

弁
護
士
・
法
務
担
当
者
・
研
究
者
が
薦
め
る
理
由

株
式
会
社
カ
カ
ク
コ
ム白

川
聖
明

執
行
役
員
・

経
営
管
理
本
部
長

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
と

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

─
暗
号
通
貨
を
支
え
る
技
術

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
Ｍ
・
ア
ン
ト
ノ
プ

ロ
ス
（
今
井
崇
也
・
鳩
貝
淳
一
郎  

訳
）

❷
翻
訳
者
の
一
人
が
元
同
僚
だ
っ
た
の

で
、薦
め
ら
れ
て
読
ん
で
み
ま
し
た
。こ

の
分
野
の
入
門
書
を
卒
業
し
、数
理
モ

デ
ル
や
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
レ
ベ
ル
か
ら

し
っ
か
り
理
解
し
た
い
方
に
は
最
適
な

書
籍
だ
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、楕
円
曲

線
暗
号
で
は
楕
円
曲
線
上
で
の
整
数
に

よ
る
生
成
元
へ
の
ス
カ
ラ
ー
倍
算
を
可

視
化
し
、Python

に
よ
る
秘
密
鍵
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
コ
ー
ド
を
1
行
1
行
説
明
し

て
あ
り
、初
等
整
数
論
やPython

に
接

し
た
こ
と
が
な
い
方
に
も
分
か
る
よ
う

に
丁
寧
に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。経
産
省

の「
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
の
利
用
に
関
す
る
契

約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
2
0
1
8
年
6
月

策
定
）の
副
読
本
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

法
と
経
済
学
・
経
営
学
の

道
具

数
字
で
わ
か
る
会
社
法

田
中
亘 

編
著

❸
経
営
管
理
で
欲
し
い
の
は
、会
社
法

解
釈
が
そ
の
経
営
指
標
に
影
響
を
与
え

る
も
の
、つ
ま
り
数
字
で
す
。本
書
を
読

む
と
、そ
の
辺
の
痒
い
所
に
手
が
届
き

ま
す
。ゲ
ー
ム
理
論
、数
理
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
、組
織
の
経
済
学
、契
約
理
論
な
ど
、

経
済
学
の
道
具
に
よ
っ
て
、著
名
な
裁

判
例
を
分
析
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、Ｔ

Ｏ
Ｂ
に
お
け
る
強
圧
性（
応
募
圧
力
）

は
、ゲ
ー
ム
理
論
に
よ
っ
て
サ
ブ
ゲ
ー

ム
完
全
性
・
複
数
均
衡
の
観
点
か
ら
分

か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
中
核

に
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
公
式

の
説
明
も
、（
二
項
モ
デ
ル
と
い
う
あ
る

種
の
“
便
法
”に
頼
っ
て
い
る
と
は
い

え
）と
て
も
分
か
り
や
す
い
で
す
。
ま

た
、「
株
式
買
取
請
求
権
と
プ
ッ
ト
・
オ

プ
シ
ョ
ン
」「
株
式
そ
の
も
の
が
会
社
の

総
資
産
を
原
資
産
と
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン

用
が
存
在
す
る
場
合
の
投
資
問
題
）を
、

動
学
的
最
適
化
問
題
の
一
例
題
と
し
て

俯
瞰
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ゲ
ー
ム
理
論
の
第
一
人
者
で
も
あ

る
著
者
の
記
述
は
、経
済
の
事
例
に
つ

い
て
多
く
言
及
し
て
お
り
分
か
り
や
す

く
、か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て

い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
理
論
・

産
業
組
織
論

経
済
学
の
た
め
の

ゲ
ー
ム
理
論
入
門

ロ
バ
ー
ト
・
ギ
ボ
ン
ズ
（
福
岡
正

夫
・
須
田
伸
一 

訳
）

❺
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

Google

の
主
要
な
収
益
源
で
あ
る
検
索

連
動
型
広
告
は
、チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
ハ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ア
ン
が
、ゲ
ー
ム
理

で
、株
主
は
コ
ー
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権

利
者
、債
権
者
は
そ
の
義
務
者
」な
ど
の

知
見
も
有
益
で
す
。

本
書
で
経
済
学
の
道
具
箱
を
開
け
た

読
者
が
、「
各
道
具
の
理
解
を
深
め
る
次

の
1
冊
は
？
」と
思
っ
た
と
き
に
使
え

る
の
が
、以
下
の
7
冊
で
す
。

経
済
学
・
経
営
学
の
た
め
の

数
学 岡

田
章

❹
経
営
意
思
決
定
を
理
論
的
に
最
適
化

す
る
た
め
に
は
、ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数

法
、包
絡
線
定
理
、凸
解
析
、最
適
化
理

論（
双
対
定
理
・
非
線
形
計
画
問
題
の
最

適
解
・
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
関
数
の
鞍
点
・

キ
ュ
ー
ン
・
タ
ッ
カ
ー
条
件
）と
い
っ
た

経
済
学
で
発
達
し
た
道
具
が
大
活
躍
し

ま
す
。こ
れ
ら
の
道
具
を
仕
入
れ
る
と
、

例
え
ば
、ト
ー
ビ
ン
の
Ｑ
理
論（
調
整
費

岡田章 著
『	経済学・経営学のため
の数学』

注1） 「デジタル・プラット
フォーマー規制について―プ
ラットフォーマー（実務家）の
観点から」

注2） デジタル・エコノミー分
野における競争法執行 ― EU
と日本の視点から（https://
www.j f tc .go. jp/kokusai/
EUJapanCompetitionWeek.
html）。
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論
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
理
論
と
い
っ
た
経

済
学
の
知
見
を
フ
ル
活
用
し
て
作
り
上

げ
た
も
の
で
す
。
本
書
は
初
め
て
ゲ
ー

ム
理
論
を
学
ぶ
方
を
対
象
に
、完
備
情

報
の
静
学
・
動
学
、不
完
備
情
報
の
静

学
・
動
学
と
い
う
順
序
で
、豊
富
な
事
例

を
用
い
て
懇
切
丁
寧
に
解
説
し
て
い
ま

す
。
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
を
理
解
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
ブ
ラ
ウ
ア
ー
の
不
動
点

定
理
は
、❹
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
ま
す

が
、本
書
で
は
具
体
例
を
用
い
て
と
て

も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
産
業
組
織
論

─
理
論
・
実
証
・
政
策

小
田
切
宏
之

❻
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
経
済
学
は
、独

禁
法
の
経
済
学
で
あ
る
産
業
組
織
論
の

一
分
野
で
す
。
本
書
は
こ
の
分
野
の
古

典
と
も
い
え
、そ
の
簡
に
し
て
要
を
得

た
解
説
は
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。
ゲ
ー

ム
理
論
な
ど
必
要
な
知
識
も
補
足
し
て

あ
り
、本
書
を
読
め
ば
、プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
経
済
学
の
論
文
を
読
み
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。ま
さ
に「
自
己
完
結
的
な
潰
し
の
利

く
」本
で
す
。

数
理
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

入
門
確
率
過
程

松
原
望

❼
書
籍
名
か
ら
す
る
と
数
学
書
に
見

え
、確
率
論
を
初
め
て
学
ぶ
方
に
も
最

適
な
本
で
す
が
、著
者
は
意
思
決
定
理

論
や
経
済
学
に
も
造
詣
が
深
く
、「
ブ

ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
が
分
か
っ
た
！
」

と
言
え
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
道
案
内
し
て

く
れ
ま
す
。
❸
の
書
籍
で
ブ
ラ
ッ
ク
・

シ
ョ
ー
ル
ズ
公
式
を
二
項
モ
デ
ル
で
学

ぶ
と
、今
度
は
連
続
モ
デ
ル
で
キ
チ
ン

と
理
解
し
た
く
な
る
で
し
ょ
う
。た
だ
、

そ
れ
に
は
確
率
微
分
方
程
式
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
読
者
が
確
率

論
の
知
識
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、同
値
マ
ル
チ
ン
ゲ
ー
ル
測
度
・
ラ
ド

ン
＝
ニ
コ
デ
ィ
ム
微
分
・
ギ
ル
サ
ノ
フ

の
定
理
の
分
か
り
や
す
い
説
明
は
特
筆

も
の
で
す
。
個
人
的
に
は
、「
リ
ス
ク
・

ヘ
ッ
ジ
と
は
線
形
写
像（
行
列
）の
次
元

の
こ
と
だ
」と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
か

ら
、「
リ
ス
ク
・
ヘ
ッ
ジ
」と
い
う
言
葉
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
数

値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ソ
ー
ス
コ
ー

ド
へ
の
言
及
も
あ
る
な
ど
、デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
の
商
品
開
発
者
の
視
点
を
教
え

て
く
れ
る
の
で
、商
品
開
発
現
場
や
取

引
現
場
に
潜
む
リ
ス
ク
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、“
金
商
法
の
心
”が
分
か
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス

企
業 

契
約 

金
融
構
造

オ
リ
バ
ー
・
ハ
ー
ト
（
鳥
居
昭
夫 

訳
）

❾
数
理
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
新
古
典
派
経

済
学
に
よ
る
も
の
で
、市
場
の
効
率
性

を
前
提
と
し
て
お
り
、❼
・
❽
の
ほ
か
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ａ
・
ブ
リ
ー
リ
ー
、ス
チ
ュ

ワ
ー
ト
・
Ｃ
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
、フ
ラ
ン
ク
リ

ン
・
ア
レ
ン『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス（
上
・
下
）』と
い
う
定
番
ビ
ジ
ネ
ス

本
な
ど
沢
山
あ
り
ま
す
。し
か
し
、こ
れ

ら
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現

実
的
な
問
題
を
扱
っ
て
い
な
い
と
思
う

法
務
の
議
論
で
は
あ
ま
り
使
わ
な
く
な

り
ま
し
た
。

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
数
学
入
門

P
aul W

ilm
ott

、Sam
 H

ow
ison

、

J
eff D

ew
ynne

（
伊
藤
幹
夫
・

戸
瀬
信
之 

訳
）

❽
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
公
式
が
分

か
っ
た
ら
、株
式
オ
プ
シ
ョ
ン
以
外
の

他
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
価
格
決
定
式
も

知
り
た
く
な
り
ま
す
。本
書
は
、ア
メ
リ

カ
ン
・
オ
プ
シ
ョ
ン
、エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・

オ
プ
シ
ョ
ン
、バ
リ
ア
・
オ
プ
シ
ョ
ン
、

経
路
依
存
型
オ
プ
シ
ョ
ン（
ア
ジ
ア
ン
・

オ
プ
シ
ョ
ン
、ル
ッ
ク
バ
ッ
ク
・
オ
プ

シ
ョ
ン
）、金
利
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
（
債
券

や
転
換
社
債
）に
つ
い
て
、統
一
的
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

例
え
ば
、株
式
オ
プ
シ
ョ
ン
と
単
純
な

債
券
オ
プ
シ
ョ
ン
の
価
格
決
定
は
転
換

社
債
の
価
格
決
定
の
特
殊
な
場
合
に
す

ぎ
な
い
こ
と
（
利
子
率
一
定
な
ら
株
式

オ
プ
シ
ョ
ン
、原
資
産
が
な
い
な
ら
単

純
債
券
オ
プ
シ
ョ
ン
）、新
株
発
行
に
伴

う
希
釈
化
を
考
慮
し
た
場
合
の
転
換
社

債
と
会
社
の
資
産
の
関
係
な
ど
、数
理

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
興
味
深
い
テ
ー
マ
を

読
者
も
多
い
で
し
ょ
う
。例
え
ば
、20
世

紀
後
半
に
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
巨
大
企
業
の
垂

直
統
合
が
衰
退
す
る
一
方
、マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
や
イ
ン
テ
ル
な
ど
の
コ
ア
事
業

に
特
化
し
た
企
業
に
覇
権
を
奪
わ
れ
た

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
の

点
を
、不
完
備
契
約
理
論
と
資
本
の
所

有
権（
残
余
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
）の
配
分

の
問
題
と
し
て
初
め
て
解
明
し
た
の
が

本
書
で
す
。
親
会
社
が
子
会
社
に
あ
る

命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、事
後
的

な
残
余
が
ナ
ッ
シ
ュ
交
渉
解
で
二
等
分

さ
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、そ
の
基
準
点

と
な
る
外
部
オ
プ
シ
ョ
ン
が
小
さ
い

と
、子
会
社
は
命
令
に
従
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ

プ
問
題
を
回
避
し
つ
つ
、リ
ス
ク
・
テ
イ

ク
の
責
任
を
資
本
家
に
負
わ
せ
る
こ
と

が
明
確
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
垂
直

統
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
、自
動
車
産
業
の

よ
う
に
多
数
の
部
品
を
組
み
合
わ
せ
る

補
完
性
が
高
い
場
合
に
は
大
き
く
な
り

ま
す
が
、Ｉ
Ｔ
産
業
の
よ
う
に
技
術
や

部
品
の
独
立
性
が
高
く
標
準
化
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、コ
ア
の
部
品
や
技
術
の

み
内
製
化
し
、そ
れ
以
外
は
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
水
平
分
業

市
場
か
ら
調
達
し
た
ほ
う
が
全
体
最
適

で
す
。
著
者
は
こ
う
し
た
契
約
理
論
に

お
け
る
業
績
に
よ
っ
て
、16
年
に
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
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�
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
大

き
く
二
つ
に
分
け
る
と
、金
融
契
約
に

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
な
い
場
合（
ア

ロ
ー
＝
ド
ブ
リ
ュ
ー
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
）

と
、あ
る
場
合
に
な
り
ま
す
。
統
計
力

学
・
非
線
形
力
学
系
で
い
え
ば
、相
転
移

が
な
い
場
合
と
、あ
る
場
合
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
理
論

と
❾
の
オ
リ
バ
ー
・
ハ
ー
ト
の
理
論（
不

完
備
契
約
理
論
＋
残
余
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
理
論
）を
組
み
合
わ
せ
、最
も
体
系
的

か
つ
広
範
な
論
点
を
網
羅
し
た
も
の
は

本
書
だ
と
思
い
ま
す
。❸
の
ほ
か
、Ｍ
＆

Ａ
を
め
ぐ
る
法
制
度
に
つ
い
て
論
じ
た

文
献
に
お
い
て
も
、多
く
の
方
が
推
薦

し
て
い
ま
す
。記
述
の
方
針
は「
金
太
郎

あ
め
」の
よ
う
に
首
尾
一
貫
し
て
お
り
、

第
3
章
2
節（
固
定
投
資
モ
デ
ル
）で
登

場
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、快
刀
乱

麻
を
断
つ
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
す
。

難
に
な
り
、資
本
財
需
要
が
さ
ら
に
低

下
し
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
が
需
要

変
動
を
増
幅
し
ま
す
。
こ
う
し
た

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
は
、デ
ジ
タ
ル
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
経
済
学
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
同
じ
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

❸
、❹
、❺
、❻
、❼
、❾
の
6
冊
は
、本

書
を
読
む
た
め
の
前
提
知
識
を
最
短

コ
ー
ス
で
補
充
し
て
く
れ
る
書
籍
は
何

だ
ろ
う
か
？
と
考
え
て
選
ん
だ
も
の
で

す
。著
者
は
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
経
済

学
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ほ
か
、経
済
学
の

多
く
の
分
野
に
お
け
る
業
績
に
よ
っ

て
、14
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受

賞
し
、16
年
に
は
安
倍
政
権
の
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
と
し
て
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。�

少
し
だ
け
例
を
挙
げ
ま
す
と
、第
11

章
で
は
、企
業
買
収
に
お
い
て
被
買
収

企
業
の
資
産
の
多
寡
の
影
響
が
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
効
果
を
通
じ
て
増
幅
さ
れ
、

資
本
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
市
場
の
効
率
性

に
与
え
る
過
程
を
買
収
プ
レ
ミ
ア
ム
と

買
収
需
要
の
関
係（
価
格
弾
力
性
）に

よ
っ
て
分
析
し
、第
13
章
お
よ
び
14
章

で
は
、金
融
市
場
に
お
け
る
均
衡
に
お

い
て
統
計
力
学
・
非
線
形
力
学
系
と
同

様
な
解
の
構
造
が
現
れ
る
こ
と
を
説
明

し
て
い
ま
す
（
履
歴
現
象
や
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
写
像
の
双
安
定
性
・
周
期
解

に
つ
き
、第
13
章
4
節
・
5
節
、第
14
章

3
節
のK

iyotaki-M
oore

モ
デ
ル
な

ど
）。
❾
で
は
、金
融
契
約
の
分
析
は
部

分
均
衡
論
で
し
た
が
、Kiyotaki-M

oore

モ
デ
ル
で
は
一
般
均
衡
論
に
拡
張
さ
れ

ま
す
。
あ
る
金
融
契
約
の
規
定
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
清
算
価
値（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
資
産
の
再
販
売
価
格
）は
、そ
う
し

た
資
産
の
潜
在
的
需
要
者
で
あ
る
他
の

企
業
家
や
投
資
家
の
財
務
状
態
に
も
依

存
す
る
の
で
、そ
れ
ら
の
相
互
依
存
的

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
を
内
生
変
数

と
し
て
取
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
本
財
の
需
要
と
価
格
が
低
下
す
る
と

担
保
価
値
も
下
落
す
る
の
で
、次
の
投

資
の
た
め
に
借
入
れ
を
す
る
こ
と
が
困
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